
ご

挨

拶

岡

田

昭

男

は
か
ら
ず
も
商
経
論
叢

の
田
中
正
司
先
生

退
職
記
念
号

に
挨
拶
文
を
執
筆
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
田
中
正
司
先
生

は
東
京
商
科
大

学
を
卒
業
後
、
教
職

に
入
ら
れ
、
主

に
横
浜
市
立
大
学
、

一
橋
大
学
等

で
教
職
を
と
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
六
二
年

四
月
か
ら
、
平
成

六
年
三
月
ま

で
、
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
教
授
と
し

て
勤
務

さ
れ
、
そ
の
間
短
期
大
学
部
長
も
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
正
司
先
生

は

一
七
紀
と
そ
れ
に
続
く
古
典
学
派

の
経
済
思
想
史

に
造
詣
が
深
く
、
先
生

の
数
多

く
の
著
作
を
み
て
も
、
「
現
代

の
自

由
」
を

テ
ー
マ
に
思
想
史

の
流
れ
に
お

い
て
、
ジ

ョ
ン

・
ロ
ッ
ク
や

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
を
姐
上

に
あ
げ
研
究

を
深
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

こ

の
当
時

の
社
会
科
学

は
未
だ
、
経
済
学
、
法
学
、
社
会
学
等

に
分
れ

て
い
な
か

っ
た

こ
と
か
ら
、
田
中
先
生

は
こ
れ
ら

の
学
問

の
創
生
期

の
巨
匠
達

の
作
品
を
経
済

.
財
政
面
か
ら
、

ま
た
時

に
は
法
学
や
社
会
学

の
面
か
ら
意
欲
的

に
解
明
し

よ
う
と
さ
れ
た
努
力
が
、
多
く

の

著
作

か
ら
読

み
と
れ
、
わ
れ
わ
れ
後
輩

に
と

っ
て
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
多

い
と
思

い
ま
す
。

と
り
わ
け
田
中
正
司
先
生

は
わ
れ
わ
れ
の
短
期
大
学
部

で
法
哲
学

の
講
座
を
開
設

さ
れ
た

こ
と
は
、

い
ろ
ん
な
観
方

は
あ
る
で
し

ょ
う

が
、
私
は
大
学
院
時
代

に
は
、

フ
ラ

ン
ス
公
法
、
特

に
レ
オ

ン

・
デ

ュ
ギ
ー
や
、

オ
ー
リ

ュ
ー
等

の
法
哲
学
を

一
時
緬
く

こ
と
が
あ

っ
た

だ
け

に
、

ロ
ッ
ク
や

ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の
法
哲
学
も
あ
り
う
る
こ
と
に
認
識
を
改
め
た
次
第

で
す
。

田
中
正
司
先
生
は
神
奈
川
大
学
短
期
大
学
部
を
退
職
さ
れ
た
後

も
、
元
気

に
過
さ
れ
、

い
ま
し
ば
ら
く
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
本
学

に
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出

講

し

て
お

ら

れ

ま
す

が
、
私

は
キ

ャ
ン
パ

ス

で
お
会

い
す

る
折

に
は
、

い

つ
も
先

生

に

「
私

の
70
歳

代
を
如

何

に
過

す

べ
き

か
、

お
手

本

を

み
せ

て
載

い

て
お

り

ま
す
」

と

時

々
申

し
上

げ

て

い
ま

す
。

こ

こ
に
あ

ら
た

め

て
田
中

正
司

先

生

の
御

健
康

と

70
歳

代

、

さ
ら

に
80
歳

代

以
降

に
お

い

て
も

研
究

の
稔

り
多

い

こ
と
を
祈

念

し

つ

つ

欄
筆

。


